Panasonic 

組み立て設置工事説明書 

壁寄せ専用スタンド 

品番 TY-WS5P1S 






このたびはパナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございまず。 

■組み立て設置工事の前に、この「組み立て設置工事説明書」と2〜3ページの「安全上のごを意」、プラズマテレ 
ビの取扱説明書をよくお読みのラえ、正しい組み立て設置工事を行ってください。プラズマテレビの取扱説明書と 
とちに大切に保管してください。 


TQZJO 白 0-2 




安全上のごま意 〇ぶ、ずお守りください^ 


人へのち害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■誤った使い方をしたとをに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 

A 警告 

「死こや重傷を負ラおそれびある内容」です。 

A 注意 

「傷害を負5ことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 

■お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。 （次は図記号の例でず） 

0 

してはいけない内容です。 

〇 

実行しなければならない内容です。 

A 

気をつけていただく内容です。 


A 警告 


工事専門業ち L ソがは組み立て設置、取り外し工事を 
行わないで<ださい 

0 工事の不備によ D 、 落下や転倒して、けびの原因 
とな D ます。 

禁止 


長い距離を移動させる場合は機器本体を壁寄せ専用 
スタンドから取りがしてください 

© • 取り外さないで長距離を移動すると不ま定にな 
り、落下•転倒してけびの原因となります。 

• その他の近距離の移動などについては、8ページ 
の r 移動について」をご確認ください。 



壁面から離れた場所に設置しないでください 


倒れて、けびの原因とな D ます。 

禁止 


ふずま-障子-アコーディオンカーテン等の前での 
使用はすま定になる為、設置しないでください 

倒れて、けびの原因とな0ます。 

禁止 

V_^ 


壁寄せ専用スタンドを分解したり、改造しないでく 
ださい 

倒れたり、破損して、けびの原因となります。 

分解禁止_ 


壁面を背にして設置してください 

壁面を背にしないと倒れて、けびの原因となります。 


〇 


掃除や配線処理などで壁面か5離ず場合は、補助金 
具を必ず矢印の刻印まで引を出してください 

〇 補助金具を矢印まで引を出さないと倒れて、けび 
の原因とな D ます。 


2 














八ミ主意 


カタ □ グで指定した機器本体む 
がには、使用しないでください 

0 落下した D 、 破損して、け 
びの原因となることびあ D 
禁止ます。 


壁寄せ専用スタンドに柔ったり、 
踏み台代わりに使用しないでく 
ださい 

0 倒れたり、破損して、けびの 
原因となることびありまず。 
禁止（铅こ小さいお子様にごま意 
<ださい。） 


湿度の局い場 P 斤では使用しない 
で < ださい 

0 長期間の使用では、そ D • 
変形などび発生し、強度な 
禁止下を招くことびあ D 、 倒れ 
たり、破損して、けびの原 
因となることびあります。 


直射日光を避け、熱器具か5離してください 組み立て時、ねじ止めをずる圍所は、ずべてしっか 

りと止めてください 

〇 長期間の使用では、そり-変形などび発生し、強 不十分な組み立てかたをすると強度びイ呆てず、倒 

度低下を招くことびあり、倒れたり、破損して、 れたり、破損して、けびの原因となることびあ D 

けびの原因となることびあ D ます。 ます。 


水平でま定した所に据えつけてください 

〇 倒れたり、破損して、けびの原因となることびあ 
ります。 


電源コードを底板にはさまないように設置してくだ 
さい 

〇 底板の金属部と接組して、感電の原因となること 
び友0ます。 


テレビは転倒-落下防止の処置をしてください 

〇 地震や、お子様びよじ登ったりすると、転倒や落 
下をして、けびの原因になることびあります。 


機器本体より上面•左ちは 10cm ムソ上、後面は 3cm 
ムソ上、本機下面と巧面との空間をふさびないでください 

0 機器本体には通風孔びあり、これらをふさぐと火 
災の原因となることびあります。 

禁止 



機器本体と壁寄せ専用スタンドの組み立て設置、取 
り外しは吕人に Lb で行つてください 

〇 機器本体び落下してけびの原因となることびあり 
ます。 


取り扱い上のお願い 

1) 直射日光に当てたり、ストーブなどのそばに置くと、光や熱によって変色したり変形したりずることびあり 
ますのでごを意 < ださい。 

2) 壁寄せ専用スタンドのお手入れは、やわらかい乾いた巧（綿•ネル地など）でふいてください。ひどくミちれ 
ているとさは、水でラずめた中性洗剤でミちれを取ってから乾いた巧でふいてください。なおベンジンやシン 
ナ ー、 家具用ワックスなどは、塗装びはびれたりしまずので、使用しないでください。 

( 機器本体のお手入れは機器本体の説明書に従って<ださい。化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書に 
従って< ださい。） 

3) 粘着性のテープやシールをはらないでください。壁寄せ専用スタンドの表面をミちずことびありまず。また、 
ゴムやビニール製品などを長時間接触させないでください。（変質の原因となりまず。） 

4) 設置時、衝撃などによって機器本体び破損ずることびありまずので、取り扱いにはごを意ください。 


取り付け不備、取り扱し坏備による事故、損傷については、当社は責任を負いません。 
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構成部品 


壁寄せ専用スタンド組み立て用部品 


①底板 


(1 個）②支ほ 



④角パイプ A 


⑦ 六角レンチ（付属工具） ⑧ クランパー 

(巨 mm 用1個） 


取り付け用部品 


因六角巧付き皿ねじ （4 本） 


(1 個）③支ほ固定用ねじ 



_ M 巨 X1 日 _ 

( 1個）⑥角パイプ B (左も各1個）⑥角パイプ固定用六角ボル 




M8 X 巨已 

(3 個）⑨テレビ本体固定用ねじ 






4X12 



图皿型歯付を座金 （4 個） 


回 組縁スペーヴー （4 個） 



M 8 X 34 



I イラストはイメージイラストであり、実際の商品と形状び異なる場合びありまず。 


組み立て前のお願い 


■ 壁寄せ専用スタンドに取り付け5れるプラズマテレビ本体は、ディスプレイ ユニット •チュ ーナーユニット- 
ス ピー カーで構成されていまず。 



組み立て設置工事上の留意点 


■ プラズマテレビ本体の性能保証やトラブル防止のため、次の場所には取り付けないでください。 

• スプ U ンクラーや感知器のそば • 振動や衝撃の加わるおそれのあるところ 

•高圧線や動力源の近< •磁気、熱、水蒸気、油煙などの発生源の近< 

• 暖房機器の風び当たる所 • エアコンの下などの水滴のかかるおそれのある所 

■ 機器周囲温度び 4crc を超えることびないように、空気の流通を確保してください。 

プラズマテレビ本体内部に熱びこちり、故障の原因となることびありまず。 

■ 組み立て設置工事中に製品やなに傷び付かないよう、柔5かい毛巧や巧を使い、作業してください。 

■ ねじ止めをずるときは、締め付けす十分や締め付けずざびないようにしてください。 

■ 本体の電源プラグは容易に手び届く位置の電源コンセントをご使用ください。 

■ 組み立て設置工事の際は、周囲のを全確保と十分なを意をしてください。 
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組み立て設置工事手順 


1.壁善せ専用スタンドの準備 

組み立て設置工事は、プラズマテレビ本体を設置ずる場所におい 
場所で巧ってください。 

壁害せ専用スタンドは約38 kg でず。 


•謝— 

•組み立て設置工事は2人上で行い、指はさみや腰を痛めない 
よラにごミ主意ください。 

1.底板①のを部についている補助金具のねじをゆるめ、矢印の刻 
印まで引き出し、ねじを締めて固定してください。 

(補助金具は、組み立て-取り外し時の転倒防止用です） 


前 



2. 角パイプ A ④と角パイプ B ⑥ 左.ちの補助べルトを外側に向け 
て平5な場所に置を、角パイプ固定用六角ボルト ⑥ （2 本）で 
組み立ててください。 

《プラズマテレビ本体の大きさにより角パイプ B ⑥の組み立て 
位置び変わります。 

已4 •已0 V 型は外側、4巨 V 型は内側です。 

※付属工具の六角レンチ⑦をご使用ください。 

(締め付けトルクは8〜10 N • m ) 


六角レンチの使いかた 

ちパイプの締め付けトルクは 
8〜10 N . m び必要です。 
組み立て 手順1 - 2 • 2 - 2 は、 
図のようにご使用ください。 

-締め付け不十分な場合は、 
プラズマテレビ本体び前に 
傾くおそれびあ D ます。 


六角レンチ⑦（付属工具) 




ちパイプ固定用 
六角ボルト⑥ 


角パイプ B ⑥ち 


角パイプ B ® 左 


補助ベルト 


六角レンチ⑦ 
(付属工具） 



ちパイプ固定用 
六角ボルト⑥ 

角パイプ A ④の 
モデル銘板側を下にする 


2. 壁寄せ専用スタンドの組み立て すせ® 



支柱固定用 
ねじ③ 


2. 組み立てた角パイプを支柱 ②の ダボに合わせて柔せ、角パイプ固 
定用六角ボルト ⑥ （2 本）で取り付けてください。 

(締め付けトルクは8〜10 N • m ) 



角パイプ固定巧 
六角ボルト⑥ 

角パイプの 

モデル銘板側を背面にする 


支柱 







組み立て設置工事手順 （ つづき } 


3.クランパー ⑧ （3 個）をす柱側面の穴2か巧と角パイプ A 下面 
の巧1か巧に差し込 S んでください。 


3. ディスプレイユニット①準備 

1. プラズマテレビ本体の外装ダンボール上側を取り除き、保護 
袋を下げてください。 

ディスプレイ ユニッ トげ倒れないよラに、前か S ちえてくだ 
さい。 

2. アクセサリーボックスとスピーカーボックスを外装ダンボール 
か S 取り出してください。 

3. ディスプレイユニットか5キャップ （4 個）とスタンドホルダー 
金具左•ちのねじ（さ2本）をプラスドライバーで取り別してく 
ださい。 

•取 D 外したキャップとスタンドホルダー金具-ねじは大切に 
保管してください。 

(壁寄せ専用スタンドから取 D 外した場合に必要です。） 

4. キャップを取り付けていた場所へ付属の六角巧付き皿ねじの、 
皿型歯付き座金回、絶縁スペーサー回（さ4個）を付属の 
六角レンチ ⑦ でち図のように取り付けてください。 

(締め付けトルクは3〜4 N • m ) 

•絶縁スペーサー回を取り付けずに組み立てると、ディスプレ 
イ ユニッ トび破損するおそれびあります。 




4. ディスプレイユニットの取り付けと配線処理 

1.角パイプ B ⑥左•ちの切り巧き部4か所に、ディスプレイ ユニッ 
卜背面に付けた絶縁スペーサーの位置を合わせて差し込!み、 
そのままディスプレイ ユニッ トを下げてください。 

※絶縁スペーサーを差し&む位置は、角パイプ側面にある刻印 
(ク）をめやすにしてください。 


上部切0欠を部 
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2. 面倒防止処置の準備として、角パイプ B ⑥ 左-ちの補助ベルト 
に丈夫なひちやワイヤーを通して、ディスプレイ ユニッ トの前 
にかけてください。 

(転倒防止処置に必要なひもやワイヤーなどは、巿販品をご利 
用ください） 

3. 角パイプ背面（壁側）の上の穴に、テレビ本体固定用ね じ⑨ 

(2 本）を使って、ディスプレイユニットを固定してください。 

(締め付けトルクは 0.8 〜1.已 N • m ) 

4. ディスプレイ ユニッ ト側に HDMI ケーブル咐属品または別売） 
を接続し、電源コードと合わせてクランバーで処理してくださし、。 
HDMI ケーブルはチューナー ユニッ ト設置場所との距離に合わ 
せた長さのものをご利用ください。 

チューナーユニットとの接続は面倒-落下防止処置後に巧って 
ください。 


お知らせ 


•ディスプレイ ユニッ トを壁畜せ専用スタンドに組み立ててから 
スピーカーを取り付けてください。スピーカーの取り付けおよ 
び配線のしかたは、プラズマテレビ本体の取扱説明書をご参照 
<ださい。 

•八イビジョンワイヤレス ユニッ トをご使用の場合はその説明書 
に従ってください。 



日.転倒-落下防止処置 


1. 底板の補助金具のねじをゆるめ、もとに戻して固定します。 

2. プラズマテレビ本体を取り付けた壁害せ専用スタンドを、手順 
4-2 で準備した面倒防止用のひちやワイヤーびがれないように、 
角バイプ B ⑥ち’ちの補助べ J レトとディスプレイユニット下部を持つ 
て壁面に沿つた設置ずる場所まで移動させてください。 

•プラズマテレビ本体を取り付けた壁寄せ専用スタンドは、重量び 
重<なります。運搬や移動する場合は、指定した箇所を持って行っ 
てください。スピーカーは持たないでください。強い衝撃を与え 
ないよラに2人上で行い、床面等に傷び付かないよラ、ごミち意 
<ださい。 


3. 手順 4-2 で準備した面倒防止用のひちやワイヤーを壁側に固定 
して < ださい。 



r ま全のため、必ず転倒-落下防止処置をしてください」 

地震の場合などに倒れるおそれびあります。必ず、転倒•落下防止処置をして < ださい。 
《本欄の内容は、地震などでの転倒によるけびなどのち害を軽減するためのちのであり、 
全ての地震などに巧してその効果をな証するをのではありません。 
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対を機種 

1 _ m _1 

A 

B 

C 

D 

TH-P 已 4Z1 

1428 

820 

1344 

25 

TH-P 已 0Z1 

1336 

762 

1288 

25 

TH-P46Z1 

1249 

719 

1244 

25 


ご柏談窓□における個人情報のお取り扱い 

パナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、そ 
の確認などのために利用し、その記録を残ずことびありまず。また、折り返し電話させていただくとさのため、 
ナンバー•ディスプレイを採用していまず。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託ずる場合や正 
当な理由びある場合を除さ、第=ちに提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社映像•ディスプレイデバイス事業グループ 

〒已71 -8504 大阪府門真市松生町1ま1已号 

© Panasonic Corporation 2009 


——パナソニックお客様ご相談センター—— 
電話 フ U - ダイヤル 0120 -878-36 曰 

■携帯電話 • PHS でのご利用は… 

06-6907-1 187 
FAX フ U - ダイヤル 0120 -878-23 巨 

3 目已曰/受付 9 時〜 2 曰時 


プラズマテレビ本体の移動と取り外し 


移動について 

參接続機器の増設や掃除など、室内を移動させる場合は、手順已 -2 (お願い）に従い行ってください。 

參弓 I 越しや長い距離を移動させる場合は、プラズマテレビ本体を取 D 外してください。取 D 外しは工事専門業ちに依頼してくだ 
さい。 

取り外しについて 

1 . 転倒-落下防止処置を外して壁畜せ専用スタンドを引を出して<ださい。 

2. 底板の後部についている補助金具のねじをゆるめ、矢印の刻印まで引を出し、ねじを締めて固定してください。 

3. 接続機器との配線を外してください。 

4. 角パイプ背面（壁側）の上のテレビ本体固定用ねじ⑨ （2 本）を外してください。 

己.プラズマテレビ本体を持ち上げなびら、手前へ引いて取り外してください。 


が开ミ寸法図 
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